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Technical Bulletin 
NEO-380-A (202503) 

取扱説明書  

リビール ™  イムノクロマトキット E. coli  O157:H7  

 

使用目的 

リビール ™  イムノクロマトキット E. coli  O157:H7 は、 食品ならびに 環境中の Escherichia coli  O157:H7 を迅速に

検出することができます。 最短 8 時間で、 対象菌の検出および推定同定が可能です。  
 

AOAC Official Methods  ℠（ 2000.13 ） 評価試験では、 本キット のコンプリートシステム（ 8 時間用） が以下のマト

リックス において、 E. coli O157:H7 の検出に有効な方法であることが 確認されています 。 さらに AOAC Official 

Methods  ℠（ 2000.1 4） 評価試験では、 本キット のコンプリートシステム（ 20 時間用） が以下のマトリックス にお

いて、 E. coli O157:H7 の検出に有効な方法であることが 確認されています 。  
 

8 時間用 生挽き牛肉、 生牛肉角切り 、 アイスバーグレタス洗浄液  

20 時間用 
生挽き牛肉、生牛肉角切り、 アイスバーグレタス洗浄液、 アップルサイダー、ステンレス

鋼表面の環境スワブサンプル  

 

検出原理 

本キット では専用培地を使用し、 E. coli  O157:H7 の増殖に必要な栄養素や因子を速やかに供給することで、 8～20

時間以内に結果を得ることが 可能です。 その後、 増菌培養後の試料液をスポイト を用いてテストストリップ 上のサ

ンプルポート に 5 滴（ または 120 μL） 滴下し 、 室温で 15 分間反応させます。  
 

試料液は、コロイド 金粒子と結合した 抗 E. coli  O157:H7 特異抗体を含む試薬ゾーンを毛細管現象により 通過し 、試

料液中に抗原が存在する場合、金標識抗体 と結合します。 形成された 抗原―抗体複合体は試薬ゾーンを離れ、 抗 E. 

coli  O157:H7 抗体が固定化された ニトロセルロース 膜上の捕捉ゾーンへ移動します。 ここで 金標識を伴う 免疫複合

体が捕捉・集積 され、 可視的なライン として 表示されま す。 また、 残りの試料液は膜の末端へ移動し、 廃液リザー

バーに吸収されます。  
 

また、 試薬ゾーンには独自抗原に結合した 金標識コンジュゲート も含まれています。 これは E. coli  O157:H 7 抗原の

有無に関わらず、 試料液によって 溶出されます。 この金標識コントロールインジケーター は膜内を移動し、 コント

ロールゾーン （ 独自抗原に対する抗体） に到達すると 捕捉・集積 され、 可視的なライン を形成します。 コントロー

ルゾーンには、 E. coli  O157:H7 抗原の有無に関係なく 必ずライン が形成されるため、 検査が正常に機能しているこ

とが確認できます。  

 

対象使用者 

本キット は、 E. coli  O157:H7 の分離および同定に関する適切な無菌操作技術に習熟した 担当者による 使用を想定し

て設計されています。  
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製品情報 

カタログ 製品番号： 9750  

リビール ™  イムノクロマトキット E. coli  O157:H7 コンプリートシステム （ 8 時間用）  

#  入り数 /箱 

1 リビール ™  イムノクロマトキット E. coli  O157:H7 テストストリップ  20 枚 

2 使い捨てスポイト  20 本 

3 8 時間培地 20 袋 

4 使い捨てストマッカー用 バッグ  20 袋 

5 計量カップ  1 個 

 

カタログ 製品番号： 9751  

リビール ™  イムノクロマトキット E. coli  O157:H7 コンプリートシステム （ 20 時間用）  

#  入り数 /箱 

1 リビール ™  イムノクロマトキット E. coli  O157:H7 テストストリップ  20 枚 

2 使い捨てスポイト  20 本 

3 20 時間培地 20 袋 

4 使い捨てストマッカー用 バッグ  20 袋 

5 計量カップ  1 個 

 

カタログ 製品番号： 9755 

リビール ™  イムノクロマトキット E. coli  O157:H7 テストストリップ  

#  入り数 /箱 

1 リビール ™  イムノクロマトキット E. coli  O157:H7 テストストリップ  20 枚 

2 使い捨てピペット  20 本 

 

その他必要な器具と資材の例 

共通 

 最低 25 g の計量が可能な秤 

 タイマー  

 滅菌精製水 

8 時間用 

 ポリプロピレン 製またはガラス 製試験管（ 13×100  mm ）  

 インキュベーター （ 42±1℃）  

 使い捨てスポイト （ 5 mL 用）  

 ウォーターバス または同等品 

20 時間用 

 インキュベーター （ 36±1℃）  
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保管条件 

テストストリップ は 2～30℃、 粉末培地は室温（ 15～30℃）で 保存してください。  

 

異なる品目への適用 

妥当性確認されている 対象品目の最新リスト、 または特定品目に関するバリデーション 試験については、 Neogen 担

当者までお問い合わせください。  

 

注意事項 

1.  使用期限切れの培地やテストストリップ は使用しないでください。  

2.  水和した 培地は、 調製後 6 時間以内に使用してください。  

3.  指定されていない 培養時間や培養温度を使用すると、 誤った結果が得られる 可能性があります。  

4.  サンプルバッグ は、 培養中に空気交換ができるよう 完全に密閉せず緩めに閉じてください。これは、 十分かつ

検出可能な菌の増殖に不可欠です。  

5.  8 時間培地を使用する場合は、あらかじめ 滅菌精製水を 42±1℃に温めて使用してください。  

6.  8 時間培地を使用する場合は培養後 4 時間以内に、 20 時間培地を使用する場合は培養後 8 時間以内に試験を

行ってください 。  

7.  適切な微生物学的実験室作業手順（ GLP） を遵守してください。  

 

培地・ 試料液調製および増菌培養 

増菌法 1（ 8 時間用）  

1.  8 時間培地（ アルミパウチ 1 袋、滅菌不要） をストマッカー 用バッグ に入れ、あらかじめ 42℃に温めた滅菌精

製水 225 m Lを加えます。  

2.  バッグ 上部から 5～7 cm の位置をしっかり 持ち、 完全に溶解するまで 激しく 混和します 。  

3.  使用するまで ストマッカー 用バッグ をラック 等に置きます。 調製した 培地は 42℃で保持可能ですが、最良の結

果を得るために 必ず 6 時間以内に、できるだけ 早く 使用するようにしてください。  

4.  マトリックス 25 g（室温 ） を 8 時間培地入りバッグ に加えます。  

5.  バッグ 上部をしっかり 持ちもみ 込みながら 混和し 、 さらに 左右に振って完全に混合します 。 あるいは、 ストマ

ッカー で 2 分間ホモジナイズ します。  

6.  バッグ を軽く 閉じ、 ラック 等に置き、 42±1℃で 8 時間培養します。  

 

増菌法 2（ 20 時間用）  

1.  20 時間培地*（アルミパウチ 1 袋、滅菌不要） をストマッカー 用バッグ に入れ、あらかじめ 36℃に温めた滅菌

精製水 225 m Lを加えます。 バッグ 上部から 5～7 cm の位置をしっかり 持ち、 完全に溶解するまで 激しく 混和

します 。  

2.  使用するまで ストマッカー 用バッグ をラック 等に置きます。 調製した 培地は 36℃で保持可能ですが、最良の結

果を得るためにできるだけ 早く 使用し、 必ず 6 時間以内には使用するようにしてください。  

3.  マトリックス 25 g（室温） を 20 時間用培地入りバッグ に加えます。  

4.  バッグ 上部をしっかり 持ち、 もみ込みながら 混和し 、さらに 左右に振って完全に混合します 。 あるいは、 スト

マッカー で 30 秒間ホモジナイズ します。  
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5.  バッグ を軽く 閉じ、 ラック 等に置き、 36±1℃で 20 時間培養します。  

 

*20 時間用培地は、 USDA/FSISで使用されている 以下 3 種類の培地いずれかに代替することも 可能です。 4,5,6,7  

 ノボビオシン 加トリプチケースソイブロス  

 ノボビオシン およびカゼイン 酸消化物添加トリプチケースソイブロス  

 ノボビオシン 加 EC 培地 

 

注意： 生挽き牛肉、牛肉角切 り、 アイスバーグレタス 洗浄液、 アップルサイダー、 環境スワブ 以外のマトリックス

を用いる場合は、 増菌法 2（ 20 時間） の手順に従ってください。また、 夾雑菌が多いマトリックス の場合は、 培養

温度を 36±1℃から 42±1°Cに上げてください。  

 

加熱処理（ 8 時間用のみ）  

1.  インキュベーター から培養液を取り出し、よく 混合した 後、ポリプロピレン 製またはガラス 製試験管に約 5 mL

移します。  

2.  ポリプロピレン 製の場合は沸騰水中で 20 分間、ガラス 製の場合は沸騰水中で 10 分間加熱します。なお、 代替

法として 試験管のキャップ をしっかり 閉め、電子レンジ に入れて沸騰させ、すぐに 停止させる こともできます。  

3.  試験管を室温（ 15～30℃）まで 冷却します。なお、 冷却を早める場合は、 試験管に水が入らないように 注意し

ながら 流水で冷却してください。  

 

反応 

増菌法 1（ 8 時間用）  

1.  必要な数のテストストリップ を取り出します。 冷蔵保管していた 場合は室温に戻してください。  

2.  以下の注意事項を参照のうえ、 付属の使い捨てスポイト を用いて加熱処理をした 培養液を吸い上げます。  

 試料液をボルテックス、 攪拌、振 とうなどで 混ぜないでください  

 試料底部の沈殿物を攪拌しないようにしてください  

 沈殿物ではなく 液体部分のみを接種してください  

3.  スポイト をテストストリップ のサンプルポート 上で垂直に保持し、 自然落下で 5 滴滴下します。 ピペッター を

使用する場合は、 120 μL を滴下してください。  

4.  15 分後、直 ちに（ 60 秒以内に） 試験結果を観察・記録 します。  

 

増菌法 2（ 20 時間用）  

1.  必要な数のテストストリップ を容器から取り出します。  

2.  培養液をインキュベーター から取り出し 、 十分に混和します。  

3.  スポイト をテストストリップ のサンプルポート 上で垂直に保持し、 自然落下で 5 滴滴下します。 ピペッター を

使用する場合は、 120 μL を滴下してください。  

4.  15 分後、直 ちに（ 60 秒以内に） 試験結果を観察・記録 します。  

 

注意：試料を規定量滴下した 後、テストストリップ 内で流れが確認できない 場合は、さらに 1 滴追加してください。

粒子状物質が存在すると、 試験のクロマトグラフィー 流動を開始するために 必要な液量の一部が置換されることが

あります。  
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結果判定 

1.  15 分以内にコントロールライン とテストライン の両方が出現した 場合：陽性  

2.  15 分以内にコントロールライン のみが出現した 場合：陰性  

3.  コントロールライン が出現しない 場合：無効  →新たなテストストリップ を用いて再検査すること  

 

 

 

確認試験 

推定陽性となった 場合は、 FDA-BAM または FSIS に記載された 培地を用いて、 培養による 確認試験を行うことを 推

奨しています。 4,5,6,7  

注意：再試験 を実施した 場合、 同じ結果が得られない 場合があります。 これは、 菌が試料全体に均一に分布してい

るとは 限らず、 再試験において対象菌が含まれない可能性があるためです。  

 

廃棄 

テストストリップ 、 スポイト およびサンプルカップ 、 各増菌培地等は、 適用されるすべての 地域の規制に従い、 オ

ートクレーブ 処理、漂白剤処理等 を行った上で廃棄してください。  

 

安全性 

関連する製品安全データシート（ SDS） を参照してください。  

 

利用規約 

ご利用規約全文は以下のリンク からご 覧いただけます。 https://www.neogen.com/terms -and -conditions  

 

保証 

NEOGEN Corporation は、 製品の原材料が標準的な品質であることを 除き、 明示または黙示を問わずいかなる 保証

も行いません。 材料に欠陥がある場合、 NEOGEN は製品を交換いたします。 購入者は、本製品の使用に関するすべ

てのリスク と責任を負うものとします。 本製品の商品性、 またはいかなる 目的に対する製品の適合性も保証しませ

ん。 NEOGEN は、本製品の使用により 直接的または間接的に生じる 特別損害もしくは 結果的損害、または費用を含

むいかなる 損害についても 責任を負わないものとします。  
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